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また塑性に関してはトポロジーの変化が重要であることがわかった｡吹

に､-様な shearflowを仮定し､その動的な性質を調べたo定常状態

は実現されなかったが､ずり速度 (shearrate)の小さな領域で応力と

ずり速度の間にスケーリング則が成り立つことが示されたOまたそれが

成り立つ範囲は､大まかにトポロジー変化の頻度によって与えられ得る

ことを示すデータを得た｡

5.ブラウン運動をしているソフトコア2成分系の

ガラス化の分子動力学的研究

守 田 和 広

コロイド粒子系であるラテックスはセミマクロな結晶模型として晋か

ら知られているものであり､水を分散媒としてブラウン運動を行ってい

る球状高分子の集まりからなる系である｡

最近､特に剛体球に近い相互作用を持つラテックス粒子系においてガ

ラス状態が存在するという報告がP.N.PuseiとW･.van.Megenによってなさ

れた｡そこでこのような実験事実と対応するようなシミュレーション杏

考え､モデル方程式として水分子は租視化してランダムカとして取入れ

セミマクロなランジュバン方程式を考えたOそして系全体を圧縮するこ

とによってガラス状態と思われるものを得た｡この状態において分子動

力学などによって知られていたガラス状態特有のダイナミクス (例えば

jumpingmotion寄)が見られ､また分子系とコロイド系との相違につい

ての知見も得 られたO
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